
【計画】●-● ▲▲に関する影響調査【■■】【計画】3-4 気候変動による能登大納言小豆の生育への影響調査【石川県】

■目的

■調査計画 (2ヵ年）

文献調査 生育条件整理

影響評価の再検討

適応策の検討

適応策の再検討

気候シナリオ 影響評価

適応技術整理 適応技術実証調査

平成30年度 平成31年度

既存データ収集解析 栽培試験

能登大納言小豆
（出典：石川県農林総合研究センター）

• 石川県能登地域の特産品である能登大納言小豆は、一般的な小豆と同様に気温
や降水量の影響を受けやすく、安定生産が困難であることが知られている。

• 中でも、播種時の長雨や開花期の高温等により収量・品質等に大きな変動があるこ
とが報告されており、将来的な気候変動による気温上昇、降雨量や降雨時期の変
化等によって、生産の不安定化がさらに深刻化する懸念がある。

• 本調査では能登大納言小豆の収量・品質等にどの生育時期の気象要因が影響を
与えているかを調査し、その気象要因への適応策検討を目的とする。

■実施体制

一般財団法人日本気象協会

• 気象条件の小豆への影響解析
• 気候シナリオを用いた影響評価

広域協議会有識者

助言報告

連携・協力・情報提供 連携・協力・情報収集

龍谷大学 大門教授
• 計画全般への助言

石川県農林総合研究センター
（農研センター）

• 小豆の生育条件の整理
• 適応技術の整理及び実証調査

石川県

連携・協力
・情報収集

連携・協力
・情報収集


